
オペレーターズマニュアル

警告

この機械を操作する前に、本マニュアルに記載されている安全上のルールと
指示事項をよくお読みの上、それに従ってください。
これらの指示に従わないと、怪我につながる恐れがあります。

MTD 乗用芝刈機 PONY N77K
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初めて乗用芝刈り機を使用する前に、取扱説明書をよく読んで、記載されて
いる手順に従ってください。全てのユーザーが取扱説明書を良く読んで使用
してください。本機は、メーカーが規定および提供する技術条件に従って操
作してください。本機を使用する際にいつでも参照できるように、取扱説明
書を安全な場所に保管してください。所有者が変わる場合は、本機と一緒に
この取扱説明書も渡してください。交換部品および付属品は、メーカーが指
定する要件を満たさなければなりません。そのため、 メーカー純正交換部品
および付属品、または、メーカーが認めた交換部品および付属品を使用して
ください。修理はご購入先の販売店に依頼してください。

オーナーの皆様へ 1

ご購入いただきありがとうございます。

この度はTroy-Bilt 乗用芝刈機PONYをお買い上げいただきありがとうござい
ます。本機機は、適切に操作およびメンテナンスを行うことにより最大限の
性能を発揮するように細心の注意をもって設計されています。本機器を操作
する前に本マニュアルの内容をすべてお読みください。本マニュアルは、本
機器を安全かつ容易にセットアップ、操作、メンテナンスする方法について
解説しています。本機器を操作するすべての方は推奨される安全な作業方法
を常に守ってください。これらの作業方法を守らないと、怪我や物損が発生
する恐れがあります。本マニュアルに含まれる情報はすべて発行時点で最新
の製品関連情報です。

本マニュアルで説明および/または図解している特性や機能はすべてのモデル
に該当しない場合があります。当社は、いかなる責任も負うことなく、予告
なしに、製品仕様、設計、および装置を変更する権限を有します。本機器に
関するトラブルまたはご質問については、ご購入先の販売店にご連絡くださ
い。当社はユーザーの皆様に常に十分満足して本機器をお使いいただきたい
と思っております。本マニュアル全体を通じて、機器の左右にある参照情報
は運転位置から確認することができます。
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製品情報の記録
新しい機器のセットアップと操作する前に、本体のモデル（型式）
プレートをご確認の上、必要な情報を右欄に記録してください。
モデル（型式）プレートは、運転席のイスの後ろ側についています。この
情報は、ご購入先の販売店にテクニカルサービスをご依頼される際に必要
となります。

モデル番号

シリアル番号

カスタマーサポート

本製品の修理などは、ご購入先の販売店までご連絡ください。

安全のために 2
本機を正しく使用してください

本機は次の使用向けです。

・家庭やレジャー向けの庭の芝刈り機として使用してください。
・メーカー純正付属品だけで本機と一緒に使用することができます。
・この取扱説明書に示されている説明と安全に関する指示に従って使用して

ください。意図する用途以外の用途には使用しないでください。
不適切な使用は保証の対象外となり、メーカーは一切の責任を負いません。
第三者の怪我、またはその所有物の損害についてはユーザーが責任を負い
ます。メーカーは、所有者または操縦者が本機に認められない変更を行った
ことに起因する損害についての一切の責任を負いません。
本機は、公道での使用、または人間の輸送向けには使用しないでください。

一般的な安全上の注意事項

作業する前に
アルコールや薬物を摂取した状態で本機を操作しないでください。安全担当
責任者が監督する、または本機の使用指示を与える場合を除き、この乗用芝
刈り機は、身体的、知覚的または精神的な能力のない人、あるいは、経験や
知識のない人（子どもを含む）は使用しないでください。子どもが本機で遊
ばないように注意してください。本機を操作する前に、すべての付属品と操
作コントロールの機能について十分理解してください。燃料は適切な容器に
保管し、熱源（炉や給湯器など）の近くには置かないでください。排気管、
燃料タンク、燃料キャップが破損した場合は、直ちに交換してください。ガ
イドラインに従って、トレーラーや付属品を取り付けてください。走行性能、
特にステアリング、ブレーキ能力、および全体的な安定性は、付属品、牽引
されているもの、バラスト重量、一杯になったグラスキャッチャーによって
左右されます。

作業中の注意事項

乗用芝刈機で作業する際には、適切な作業着（安全靴、長ズボン、身体に
ぴったりした服、ゴーグル、耳栓など）を着用してください。完璧な状態で
のみ本機を操作してください。工場出荷時にプリセットされたエンジン設定
を変更しないでください。エンジンの動作中、または、エンジンが熱い間は、
本機に燃料を補給しないでください。補給は戸外で行ってください。裸火や
火花に近づけないでください。また、喫煙はしないでください。作業領域に
人間、特に子ども、または、動物がいないことを確認してください。乗用芝
刈機を使用するエリアを点検して、乗用芝刈機にぶつかったり、乗用芝刈機
で飛ばされる可能性のあるものをすべて取り除いてください。こうすると、
怪我や乗用芝刈機の破損を防ぐことができます。20％を超える急勾配の斜面
の芝刈りでは使用しないでください。斜面での作業は危険です。横転や滑落
の危険性が高くなります。斜面で作業する際には、乗用芝刈り機は丁寧に
ゆっくりと始動および停止してください。斜面を走行する場合は、ギヤを入
れ、ニュートラルでの走行はしないでください。斜面は横切って運転せず、
低速で運転してください。常に上下に移動してください。日光または十分な
人工光の下でのみ操作を行ってください。本機で人間を運ぶことは決してし
ないでください。

・エンジンを切ってください。
・イグニッションキーを取り外してください。
・パーキングブレーキをロックしてください。
・すべての移動部品が停止して、エンジンが完全に冷えるまで待ってください。
・エンジンが間違って始動しないように、スパークプラグのキャップを取り外

してください。

本機で作業する前に
怪我を防ぐため、本機で作業する前に、次のことを確認してください。

作業した後に
乗用芝刈機から離れる前に、エンジンを切って、パーキングブレーキをかけ、
キーを外してください。
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警告！ 芝刈り作業後に、刈刃・デッキ周り（上下）に
ついた芝は必ず取り除いてください。
芝の刈りくず等が堆積したまま使用すると、芝
刈機の腐食や抵抗となる可能性があるほか、摩
擦熱等によって引火するなど、予期せぬ事故に
繋がる恐れがあります。



安全装置
安全装置はユーザーを保護します。そのため、安全装置が正常に作動するこ
とを常に確認してください。安全装置を改造しないでください。改造すると、
正常に作動しなくなります。本機には次の安全装置が装備されています。

デフレクター/グラスキャッチャー
デフレクター（図3）/グラスキャッチャーは、カッター、または刈刃にぶつ
かって飛ばされるものによる怪我を防ぎます。デフレクター/グラスキャッ
チャーが装備されていない場合には、本機を使用しないでください。

安全インターロックシステム
安全インターロックが装備されているは場合には、エンジンを始動させるた
めに：
・運転者が運転席に座ってください。
・ブレーキペダルを完全に踏み込んで、パーキングブレーキをかけてください。
・方向レバーを「N」にしてください。
・カッターデッキをオフにしてください。PTO スイッチ、またはPTO レバー

を「0/Off 」に設定してください（ PTO=Power- Take- Off）。

安全インターロックシステムは、運転者がパーキングブレーキを掛けなかっ
たり、カッターデッキをオフにせずに運転席から離れると、エンジンを直ち
にオフにします。

本機に貼付されている記号
さまざまな記号が接着ラベルが本機に貼付されています。記号の意味は以下の通りです。

警告! 始動する前に、
取扱説明書をお読
みください。

刈り刃やその他の回
転部品で怪我につな
がる危険があります。

危険な領域に第三者を近
づけないでください!

カッターに対する作業の前
に、必ずスパークプラグを
取り外してください。指や
足など身体をカッターに近
づけないでください！本機
を調整、清掃や点検する前
に、エンジンを切って、ス
パークプラグを取り外
してください。

飛ばされる草や固
形物による怪我の
恐れがあります。

作業エリアの周辺
に人間、特に子供
や動物などがいな
いことを確認して
ください。

急斜面での作業
は危険です。

警告！爆発の恐れ
があります。

バッテリーの液/化
学熱傷による危険
があります。

乗り降りの際に、
デッキを踏まな
いでください。

本機の作業を行う前
には、必ずイグニッ
ションキーを取り外
して、この取扱説明
書の指示に従ってく
ださい。

本機に貼付されているこれらの記号はいつでも確認できる状態に維持してください。

操作に関する指示記号
以下の指示記号が使用されています:

危険！ 作業による危険につながる恐れがあることを提示し
ます。

警告！ 作業による本機を破損する恐れがあることを提示し
ます。

位置に関する詳細説明
本マニュアル全体を通じて、機器の左右にある参照情報は運転位置から確認
することができます。

組み立て 3
運転席の取り付け

シートの取り付け

図1 参照

ハンドルの取り付け

■ハンドル（1）を軸に取り付けてください。
■座金（3）を取り付けて、ボルト（4）でハンドルを固定してください。
■カバーキャップ（5）を挿入してください。

図2 参照

デフレクターの取り付け

図3a 参照

■ デフレクターからすべてのネジ、座金とナットを取り外してください。
■ デフレクター（1）を挿入して、ネジ、座金とナットで固定してください。
■ネジ、座金とナットでカッターローラーを固定してください。

図3b 参照

デフレクターとカッターローラーが取り付けられた状態から

■デフレクターを少しだけ押し戻して、固定プレートを取り外してください。
デフレクターは自動的に下がります。

グラスキャッチャー（ツィンバッグ）の取り付け

■グラスキャッチャー取扱説明書を参照してください。

バッテリーの使用に関する注意事項

危険！バッテリー液による中毒および怪我の危険

保護眼鏡と手袋を着用してください。バッテリー液が皮膚に触
れないようにしてください。バッテリー液が顔にかかったり、
目に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師の診察を受けて
ください。間違ってバッテリー液を飲み込んだ場合は、多量の
水を飲み、直ちに医師の診察を受けてください。バッテリーは
子どもの手の届かない安全な場所に保管してください。バッテ
リーは傾けないでください。バッテリーを傾けると、バッテ
リー液が漏れる恐れがあります。残った未使用のバッテリー液
は、廃棄物処理会社までお持ちください。

警告！バッテリー用酸とバッテリー用酸ガスは
火事・爆発・腐蝕の恐れがある。

バッテリー用酸が漏れた設備部位を直ちに掃除してください。
バッテリー液は腐蝕性があります。タバコ等の裸火や熱いもの
に近づけないでください。通風がよく乾燥したところに保管し
てください。バッテリーを作業する時はショートの恐れがあり
ます。バッテリーの上にはツールをはじめ如何なる金属も放置
しないでください。正しい手順でバッテリーを接続または切断
してください。バッテリーの端子に接続/切断する時には、特に
操作の手順に注意してください。

バッテリーの接続
■まず赤い電線を接続して（+）、次に黒い電線を接続してください（-）。

バッテリーの切断
■まず黒い電線を切断して（-）、次に赤い電線を切断してください（+）。

注：バッテリーは運転席の下にあります。
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本機についての概要 4

イグニッションロック（機種によって）

まず、コントロール機能とインジケータ機能について説明します。
全てのコントロール機能、インジケータ機能を確認した後、実際に操作して
ください。

警告！ 乗用芝刈り機が破損する危険があります。

図4 参照
始動: エンジンを始動するために鍵を右に回して放してください。
鍵は でアイドリング状態となります。
停止: 鍵を左 に 回してください。

注：ライトが 装備されている場合には、エンジンが作動中で鍵をその
位置に回した場合に点灯します。

スロットル

図5 参照
スロットルはエンジン速度を連続的に調整します。
速いエンジン速度 =
遅いエンジン速度 =

クラッチ/ブレーキペダル（トランスマチック駆動の機種）
図6 参照
クラッチ＝ペダルを半分ほど踏み込んでください。
ブレーキ＝ペダルを完全に踏み込んでください。

ブレーキペダル
図6 参照
ブレーキ＝ペダルを完全に踏み込んでください

走行方向ペダル（トランスマチック駆動の機種だけ）
図7 参照
本機が完全に止まっている場合のみ、調整することができます。
そのために、クラッチ/ブレーキ完全に踏み込んだ状態を維持してください。
前進 = レバーを「F/ 」に入れてください。
アイドル = レバーを「N」に入れてください。
後進 = レバーを「R/ 」に入れてください。

刈り高さ調整レバー

図8 参照
レベル５（H）＝最大の刈り高さー：デッキが一番高い位置にあります
レベル１（L）＝最小の刈り高さ：デッキが一番低い位置にあります

PTO レバー

図9 参照
PTO レバーがカッターのオン/オフを機械的に切り替えています。
カッターデッキ・オフ= レバーを完全に引き戻してください。
カッターデッキ・オン= レバーが止まるまで前方にゆっくりと押してく
ださい。

速度設定レバー/パーキングブレーキ

図5 参照
低速度＝レバーを１に入れてください。
高速度＝レバーを６または７（オプション）に入れてください。
速度を上げる＝クラッチ/パーキングペダルを踏み込まない状態で、速度レ
バー位置を調整してください。
速度を下げる＝クラッチ/パーキングペダルを半分ほど踏み込んで、速度レ
バー位置を調整してください。
パーキングブレーキを作動させる:
クラッチ/ブレーキペダルを完全に踏み込んで、速度設定用レバーを に
入れてください。
パーキングブレーキを解除する:
クラッチ/ブレーキペダルを完全に踏み込んで、速度レバーをお好みの位置に
合わせてください。

操作 5

怪我の危険！

人、特に子ども、および動物が使用中の芝刈り機に近づかないように注意してください。飛んでくる石などで怪我をする可能性があります。いかなる場合も、未成
年が乗用芝刈り機を操作することは禁止されています。カッターデッキが動いている場合は、グラスキャッチャーを外さないでください。グラスキャッチャーを空
にしている時に、キャッチャー内のものが高速で放出され、怪我につながる恐れがあります。急斜面で使用する場合は、芝刈り機が横転して怪我につながる恐れが
あります。斜面を横切って運転しないでください。常に斜面を上下に移動してください。最大傾斜が20％を超える斜面では乗用芝刈り機を運転しないでください。
斜面で方向転換しないでください。濡れた草を刈る場合は、車輪のグリップが低下して、乗用芝刈り機が横滑りする危険が高くなります。乾いた地面だけで芝刈り
作業をしてください。速度が速すぎると事故の危険が高くなります。急な斜面、木、低木、生垣から常に安全距離を保ってください。後進中の芝刈り作業は特に注
意してください。乗用芝刈り機を使用する前に周辺のエリアを点検してください。乗用芝刈り機に当たって飛ばされる可能性のあるものをすべて取り除いてくださ
い。カッターが異物（石など）に当たったり、機械が激しく振動し始めた場合は、すぐにエンジンを停止してください。その後、乗用芝刈り機が破損していないか、
ご購入先の販売店で確認してください。回転刃のある芝刈り機を使用する場合は、草の排出口の正面に立たないでください。手や足を回転部品の上または下に置か
ないでください。排出装置の詰まり、またはその他の障害物を取り除く前に、エンジンを停止して、イグニッションキーを取り外し、スパークプラグを取り外して
ください。天候が悪い場合、例えば、雨や嵐が予想される場合には、乗用芝刈り機を使用しないでください。
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リバースカーションモードでは、乗用芝刈機が後進の状態で芝を刈ることが
できます。

前の指示どおりにエンジンを
始動してください。

1.

リバースカーションモード

注：基本的に、後進の状態での芝刈はお勧めしません。

REVERSE CAUTION MODEでトラクターを操縦している間は
最大の注意をして使用してください。常に、前と後ろを見なが
ら操作してください。子供または他の人がまわりにいるときに
はトラクターを操縦しないでください。誰かが近づいた時には、
すぐにトラクターを止めてください。

注：オペレーターは必ずトラクターのシートに座って操作してください。

NORMAL MOWING(a)位置か
ら点火モジュールのREVERSE 
CAUTION MODE(b)位置まで
キーを回してください。
（図4-3参照）

2.

図4-3

REVERSE PUSH BUTTON(c)
を押してください。
始動している間、点火モ
ジュールの一番上の、左の角
の赤いインジケータ・ライト
(d)はONになります。
（図4-3参照）

3.

一度起動すると、（インジケータ・ライト店頭）ブレード（PTO）を動か
して後進で芝を刈ることができます。

4.

常に、前と後ろを見ながら操作してください。そして、子供たちや他の人
がそばにいないことを確認しながら動かしてください。前進を再開した後
に、NORMAL MOWING(a)位置に、キーを戻してください。

5.

乗用芝刈機から離れるときにはキーを抜いてください。



エンジンの始動

運転

タイヤの空気圧の点検

注：製造上の理由から、タイヤの空気圧が必要以上に高い場合があります。

■フロントのタイヤを0.9 kgf/cm2 の空気圧まで入れてください。

■リアのタイヤを0.7 kgf/cm2 の空気圧まで入れてください。
「メンテナンス」の章を参照してください。

運転席の調節

■運転席をご希望する位置に調節してください。

エンジンの停止

■スロットルを中央の位置にしてください。
■エンジンを約20 秒間運転させてください。
■イグニッションキーを回してください。
■イグニッションキーを取り外してください。
■本機から離れる前にパーキングブレーキをロックしてください。

■燃料タップを装備している場合は、タップを動かしてください
（エンジンマニュアルを参照してください）。

■運転席に座ってください。
■カッターデッキをオフにして、デッキを上げてください：

― PTO レバーをオフに押してください
― 刈り高さ調整レバーを「5」（デッキアップ）に押してください

■ブレーキペダルを完全に踏み込んでパーキングブレーキを入れてください。
■走行方向レバーを「N」に入れてください。
■スロットルを に押してください。
■エンジンが冷えた後、チョークを引いて、 にしてください。
■エンジンが始動するまで、イグニッションキーを に回してくだ

さい（エンジンの始動を試みる最大時間は5 秒です。エンジンの始動を
再試行する前に10 秒間待ってください）。エンジンが始動した後、
イグニッションキーを に回してください。

■始動した後、エンジンが静かに運転するまで、スロットルをゆっくりと
押し戻してください。

危険！ 急発進したり、急停止したり、過度の速度で運転すると、
事故の危険が高くなり、本機が破損する可能性があります。
後進中は特に注意してください。
運転中は、運転席を設定/調節しないでください。

■指示に従ってエンジンを始動してください。
■パーキングブレーキの解除: クラッチ/ブレーキペダルを完全に踏み込ん

で、レバーをお好みの速度に設定してください。
■進行方向に方向レバーを入れてください。
■クラッチ/ブレーキペダルをゆっくりと解放して、本機が走行します。

機器の停止
■本機が停止するまで、クラッチ/ブレーキペダルを踏んでください。

芝刈り
本機が後進する前に、カッターデッキをオフにして、上げてください。

■指示に従ってエンジンを始動してください。
■スロットルを に入れてください。
■パーキングブレーキの解除: クラッチ/ブレーキペダルを完全に踏み込ん

で、レバーをお好みの速度に設定してください。
■走行方向レバーを「F」/前進に入れてください。
■カッターデッキ・オン： ― PTO スイッチをオンにしてください。
■カッターデッキを降ろしてください。
■クラッチ/ブレーキペダルをゆっくりと解放すると、本機が走行します。

一般的な情報

■刈る高さと運転速度を調整する場合、機械に過負荷が掛かっていない
ことを確認してください。

■長さ、タイプ、および草の湿気によっては、グラスキャッチャーの性能
を最適化するために、刈る高さと乗用芝刈り機の速度を調整する必要が
あります。

■ 詰まった場合は、運転速度を下げて、刈る高さを高くします。

エンジンを切る

■本機を停止してください: ブレーキペダルを踏み込んで、パーキング
ブレーキを作動してください。

■カッターデッキをオフにして、上げてください。
■スロットルを中央の位置に合わせてください。
■20 秒後に、イグニッションキーをに回してください。
■イグニッションキーを取り外してください。

注：本機を室内に保存する際は、エンジンが冷えるまで待ってください。
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一酸化炭素による窒息の危険

エンジンは屋外でのみ使用してください。

爆発と火災の危険

燃料は揮発性であり、燃料自身には高い可燃性があります。エンジンを始動す
る前に、燃料を充填してください。エンジンが高温時または運転中は燃料タン
クは閉じたままにしてください。エンジンが完全に停止する、および冷えるま
で燃料を充填しないでください。裸火や火花に近づけないでください。また、
喫煙しないでください。室外で燃料を充填してください。燃料がこぼれた場合
は、エンジンを始動しないでください。本機を別の場所へ移動させて、燃料を
拭き取り、完全に乾くまで待ってください。
火災の危険を防ぐために、以下の部品に漏れたオイル、または芝が触れないよ
うにしてください: エンジン、マフラー、燃料タンク。

乗用芝刈り機の故障による怪我の危険！

整備されたな乗用芝刈り機のみを操作してください。本機を使用する前に、
毎回目視検査を実施してください。特に、安全装置、カッティング機械、、
またはサポートブラケット、操作コントロール、ネジ継ぎ手などに破損がな
いこと、およびしっかりと固定されていることを確認してください。操作す
る前に破損のある部品を交換してください。

注：作業時間
本機を使用できる時間帯については、国と地域の規制を遵守してくださ
い（必要な場合は、適切な地方自治体までお問い合わせください）。

オイルの充填とオイル残量レベルの点検

エンジンには工場出荷時にオイルがすでに充填されています。点検して、必要
な場合は補充してください。

■無鉛ガソリンを補充してください（図12 参照）。
■給油口の下縁の2cm 下まで燃料を補充してください。
■燃料キャップをしっかりと締めてください。
■オイルのレベルを点検してください（図12参照）。オイルのレベルは、
「Full/Max」マークと「Add/Min」マークの間が適正です。

芝の手入れのヒント 6

芝刈り

芝生にはさまざまな種類があります。芝刈りを頻繁にすると芝の成長を促進
します。芝刈りをしないと、クローバー、ヒナギク、その他の雑草など、芝
以外の草の成長を促進します。
西洋芝の標準の高さは約 4 〜 5 cm です。芝は一度に全体の高さの1/3程度
まで刈るのが良いとされるので、芝が 7 〜 8 cm になったら、芝を標準の
高まで刈ってください。芝生が乾燥期に傷つかないように、4 cm より短く
刈らないでください。草が成長しすぎた場合は（例えば、休暇中など）、数
回に分けて刈って、通常の高さにしてください。

芝刈り作業をする時に草が細かく切り刻まれて（約 1 cm）、芝生の上に残
されるので、芝生は栄養素を維持します。
次の事項に注意してください:

― 濡れた草を刈らないでください。
― 西洋芝が2 cm より短い場合に、芝刈り作業をしないでください。
― ゆっくりと運転してください。
― エンジンは最大回転数で運転してください。
― カッターデッキ周辺は使い終わった後は必ず清掃して、刈った芝が

残らないようにしてください。



■すべてのブレードシャフト、テンションプーリとテンションプーリ
ホルダーを、グリースニップルを通して、グリースで潤滑してください。
この作業は専門修理工場に依頼してください。

■ステアリングギヤの歯を、多目的グリースで潤滑してください。
■ステアリングリンケージを潤滑してください。
■ホイールベアリングと前輪の車軸を、グリースニップルを通して、

多目的グリースで潤滑してください。

清掃/整備 8
危険！エンジンが間違って始動した場合の怪我

怪我を防ぐために、乗用芝刈り機で作業を行う前に、

■硬い、平らな面に本機を駐車してください。
■パーキングブレーキをロックしてください。

注：本機を冬に使用すると錆やその他の腐食の危険が高くなります。
使用後は本機を丁寧に清掃してください。

■エンジンを切ってください、
■イグニッションキーを抜き取ってください、
■パーキングブレーキをロックしてください、
■すべての稼働部品が停止して、エンジンが完全に冷えるまで待って

ください、
■エンジンが間違って始動しないように、スパークプラグキャップを

取り外してください。

警告！ 本機を高圧洗浄機で清掃しないでください。

清掃

警告！ 芝刈り作業の直後に、常に本機を清掃してください。

刈取部分の清掃

危険！鋭利な刈刃による怪我の危険
保護手袋を着用してください。
カッターを清掃する際に、常に注意してください。

注：エンジンの破損
本機を 30° を超える角度に傾けないでください。
30° を超える場合は、燃料が燃焼室内に入り込んで、エンジンの破損につ
ながる恐れがあります。

■刈取部分を完全に上げてください。
■スクラブブラシ、ハンドブラシや布を使って刈取部分を清掃してくだ

さい。

メンテナンス

芝刈シーズンが終わったら、お買い求めの販売店で本機の点検・整備をす
ることをお勧めします。

注：エンジンオイルによる環境への汚染
オイル交換によって発生した廃油は、指定された収集場所に廃棄するか、
または、廃棄物処理会社までお持ちください。

注：バッテリーによる環境への汚染
使用済みのバッテリーは家庭ごみに分類されていません。使用済みのバッ
テリーは、廃棄物処理会社までお持ちください。本機を廃棄する前にバッ
テリーを取り外してください。

タイヤの空気圧

警告！ タイヤの最大許容空気圧を超えてはいけません
（タイヤの側面を確認してください）。

■最初のエンジンオイルの交換を行ってください。

タイヤに空気を入れるときは、タイヤの前または上に立たないでください。
タイヤの推奨空気圧:フロント: 0.9 kgf/cm2（14 PSI）

リア: 0.7 kgf/cm2 （10 PSI）
空気を入れすぎると、タイヤの寿命が短くなります。タイヤの空気圧は、
毎回使用前に点検してください。

運転時間が 5 時間を超える

運転時間が 10 時間を超える

■すべての回転部分とベアリングポイントを（操作レバー、カッター
デッキ高さ調整装置、クラッチ/ブレーキペダルなど）、潤滑油数滴で
潤滑してください。

■バッテリー端子を清掃してください。

運転時間が 25 時間を超える

運転時間が 50 時間を超える

■ドライブギアに付着した芝や土を除去するために、ご購入先の販売店
に依頼してください。

必要がある場合

バッテリーの充電

長期間使用しない場合は、本機からバッテリーを取り外して、保管中は
2 ヶ月毎に充電してください。また、使用する前にも充電してください。

ヒューズの交換

■故障のあるヒューズは同等の定格品と交換してください。

シーズン中に 1 回行う点検

■ステアリングギアの歯に多目的グリースを塗布してください。
■ステアリングリンケージを潤滑してください。
■すべての稼働部品やベアリングの表面を潤滑してください。

（操作レバー、カッターデッキ高さ調整装置）。
■スパークプラグを清掃したり、電極間の隙間を点検したり、プラグを

交換してください。
■後輪車軸は、専門修理工場で、特殊目的（撥水性）グリースで潤滑する

必要があります。
■刈り刃が切れなくなっている場合は交換してください。
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乗用芝刈機の運搬 7
場所を変更する場合は、短い距離であれば、乗用芝刈機を運転して移動できます。それ以外の場合は、車で運搬してください。

注意: 乗用芝刈機は 公共道路での運転は禁止されています。

短い距離

危険！ 回転する刈取部分によって硬い物体が当たったり飛ばされ
て、破損につながる恐れがあります。

■芝刈り機を移動する前に、刈取部分をオフにしてください。

長い距離
運搬方法（例えば、輸送車両、車両積載用スロープなど）は、ガイドライン
に従って使用してください（それぞれの取扱説明書を参照してください）。
運搬する際には、芝刈り機が滑べらないように固定してください。
こぼれた燃料による環境への汚染
運搬中は、乗用芝刈り機を傾けないでください。

■輸送車両を用意してください。
■輸送車両に車両積載用スロープを付けてください。
■手動で本機を積載用スロープへ押し上げてください。
■パーキングブレーキをロックしてください。
■本機が動かないように固定してください。



シーズンオフの保管 9
注：芝刈り機の部品の破損
エンジンが冷えるまで、清潔で乾燥した場所に本機を保管してください。
冬など、長期間に保管する場合は、本機に錆防止措置を施してください。

芝刈りシーズンが終わる、または本機を 1ヶ月以上使用しない場合:

■本機を清掃してください。
■すべての金属部品を油に浸した布で拭くか、スプレーオイルを吹き付け

て錆を防止してください。
■バッテリーを充電器で充電してください。
■本機を冬のために保管する前に、バッテリーを取り外してください。そ
れから、バッテリーを充電して、乾燥した涼しい場所に霜から保護して、
保管してください。4 〜 6 週間毎に、また、次に使用する前に充電してく
ださい。
（屋外の広い場所で）燃料を排出して、エンジンマニュアルに記載され

ている指示に従ってエンジンを整備してください。
■タイヤのサイドウォールに記載されている指示に従って、タイヤの空気

圧調整を行ってください。
■清潔で乾燥した場所に本機を保管してください。

■エンジンを切ってください。
■イグニッションキーを取り外してください。パーキングブレーキをロッ
クしてください。すべての移動部品が停止し、エンジンが完全に冷えるま

でまってください。
■エンジンが間違って始動しないように、スパークプラグキャップを取り

外してください。

トラブルシューティング 10

本機の操作中に発生する故障の原因の多くは、自分で対応できることがあ
ります。ご不明な点がある場合は、ご購入先の販売店までご遠慮なくお問
い合わせください。
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Controls

Discharge Chute

分解図・パーツリスト 11Pony 13AD77KS311
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Dash-Upper

Dash-Lower
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Deck
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Deck Lift

Electrical
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Drive
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Engine Accessories

Fender
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Foot Pad

Fuel Tank
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Frame

Front Axles & Switch
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Hood & Grill

Hub Cap
Key
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Manual PTO
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Pivot Bar

Seat

― 19 －



Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Seat Adjustment

Spindle
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Steering

Steering Wheel
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Transmission
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Pony 13AD77KS311 パーツリスト

Transmission Pulley

Wheels-Front

Wheels-Rear

― 23 －



株式会社エープラス（以下a＋）は、MTD LLC の品質保証に基づき、下記の通りの限定保証をいたします。

本商品の不具合に対して最初のご購入日より 1年間 保証し、選択的にではありますが、材料や製造における欠陥が見つかった部品

は、無償で修理または交換いたします。このい限定的な保証は、付属の取扱説明書にしたがって本製品を使用したり点検を行った場合で
あり、誤使用、悪用、商業的使用、不注意、事故、不正な点検、改造、破壊行為、窃盗、家事、水害、または、他の危難や天災による
損害などが原因でない場合に限り適用します。本取扱説明書に記載してある本製品のための仕様であっても、a＋が承認していない付属品
や部品を取り付けたり使用したりした場合は、それによって本製品に損傷が生じても保証対象外となりますので、ご注意ください。

本商品の正規の消耗品は以下のとおり別条件になります。：すなわち、正規の消耗品の故障についてはその原因に関係なく90日間は
保障の茶位省とします。90日を過ぎて1年以内は、他の部品の材料または製造上の不具合により消耗部品に故障が発生した場合にのみ、
その消耗部品を補償の対象とします。正規の消耗品には、電池、ベルト、刃、刃アダプター、芝袋、乗用デッキ、ホイール、座席、雪
放出器、スキッドシュー、雪削板、オーガ、らせんゴム、タイヤなどを含みますが、これらに限定されるものではありません。

オーナー登録をしてください。

保障サービスを受けるには、ご購入時のオーナー登録が必要となります。
同封の“登録用はがき”でオーナー登録をお願いします。

サービスを受けるには：
保障サービスを受けるには、ご購入された販売店までご連絡をお願いいたします。

この限定保証書は、以下の場合には適用されませんのでご注意ください。
a. 潤滑油、フィルター、刃の研磨、エンジン調整、ブレーキ調整、クラッチ調整、および使用や時間の経過に伴う一般的な外装の劣化

などの日常メンテナンス項目。
b. MTD日本正規輸入元のa＋が販売した製品が対象となるため、並行輸入などそれ以外のルートでご購入をされた製品に対してはいかな

る保証も行いません。
c. MTD LLC純正の部品以外は、この保障の対象になりません。
d. 公認している取扱店以外で受けた点検もこの保障の対象にはなりません。
e. 輸送費用や点検時の派遣費用は対象とはなりません

上記の製品に対する保証は、書面による明示的な保証の有効期限を過ぎた後は適用されません。製品に関して書面または口頭にて、取扱
店または販売店を含めたいかなる人、あるいは団体が他の明示的な保証を約束したとしても、a＋は上記の保障以外には責任を持ちません。
期間中における唯一の保証は、上記のとおりの製品の修理または交換です。本保証書に記載した事項は、ご購入いただいた製品にのみ適用
されます。代替えまたは一時的な業務委託により生じた費用あるいは、保証対象製品の一般的なレンタル費用を含めて、二次的あるいは結
果的な損失または損害に対して、a＋は責任を負わないものとします。

・いかなる場合にも、保証総額が販売した製品の購入金額を超えることはないとします。
・本製品の安全機能を変更すると、本保証は無効となります。本製品の誤使用や使用能力欠如から生じるお客様自身あるいはお客様の財産、

または他人や他人の財産に対する損失、損害または損害に関しては、お客様自身が危険と責任を負います。
この限定保証書は、当初のご購入者以外の人、あるいはご購入者から贈り物として受け取った人には適用されません。

MTD 限定保証書

株式会社 エープラス

〒396-0217 長野県伊那市高遠町上山田 86
Phone.0265-94-6121 Fax. 0265-94-5138
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― ご購入店・お問い合わせ先 ―

― MTD 日本正規輸入元 ―

〒396-0217 長野県伊那市高遠町上山田86 Phone.0265-94-6121

株式会社 エー・プラス

― MTD 日本正規輸入元 ―

a＋
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